
































要約:流産割合を、各交絡因子(出産状況、居住期間、居住形態、結婚年齢、初回妊娠年齢、

第一子出生年齢、妊娠確認前後における妊婦の喫煙および飲酒習慣や配偶者の喫煙習慣、

外出回数、相談者、1 人当りの部屋数)において検討した。その結果、居住階の上昇に伴

い流産割合が、一戸建て住宅:8.2%、集合住宅:7.6%、集合住宅の 1-2 階:6.8%、3-5 階:5.6%、

6 階以上:24.2%（6-9 階:18.8%、10 階以上:38.9%)、合計:7.7%であり、前報告に比べ、よ

り顕著な値を示した。さらに、各交絡因子の影響も認められた。


